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私
た
ち
は
可
能
な
ら
自
由
に
し
た
い
こ

と
を
し
て
、
束
縛
さ
れ
ず
に
生
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
育
っ
た
家
庭
が
経
済
的
に

比
較
的
に
豊
か
で
、
十
分
に
教
育
を
受
け

た
人
ほ
ど
、
そ
う
考
え
る
の
で
は
な
い

か
。
以
下
の
文
は
、
基
礎
演
習
で
用
い
た

テ
キ
ス
ト
、
松
井
彰
彦
著
『
市
場
っ
て
何

だ
ろ
う
』
第
一
章
を
読
ん
で
私
が
思
う
と

こ
ろ
を
の
べ
た
も
の
な
の
で
、
部
分
的
に

依
拠
し
て
い
る
。

　

多
く
の
人
は
、
企
業
や
役
所
等
の
組
織

に
所
属
し
働
い
て
、
生
活
の
糧
を
得
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
企
業
や
役
所
は
、
企
業
な

ら
ば
事
業
を
通
じ
で
利
潤
を
得
る
こ
と
、

役
所
な
ど
非
営
利
組
織
は
企
業
で
は
供
給

で
き
な
い
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
や
個
人

へ
の
提
供
が
目
的
の
「
共
同
体
」
で
あ
る
。

「
共
同
体
」
は
企
業
や
役
所
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
社
会
や
家
族
も
そ
う
で
あ
る
。

現
在
は
、
自
分
の
居
住
す
る
場
所
で
あ
る

「
地
域
共
同
体
」
を
自
ら
選
択
で
き
る
が
、

分
業
が
可
能
な
経
済
シ
ス
テ
ム
が
発
達
す

る
前
の
農
業
・
漁
業
等
が
中
心
の
時
代
で

は
、自
ら
の
居
所
を
選
ぶ
自
由
は
な
か
っ
た
。

　
「
共
同
体
」
で
は
、
そ
れ
に
所
属
す
る

人
々
が
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
分
か
ち
合

う
と
同
時
に
、
相
手
に
は
自
分
に
有
用
な

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
相
手
か
ら

は
自
分
に
と
っ
て
有
用
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
る
の
で
、「
互
恵
的
＝

お
互
い
さ
ま
」
と
い
う
考
え
方
が
重
要
と

な
る
。「
共
同
体
」
の
本
質
的
特
徴
は
、

そ
れ
に
属
す
る
人
間
が
比
較
的
頻
繁
に
顔

を
あ
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。こ
う
し
た「
共

同
体
」
で
は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
、「
互

恵
的
」で
な
く
、「
利
己
的
な
」行
動
を
と
っ

た
場
合
は
、
共
同
体
の
秩
序
を
乱
し
た
咎

（
と
が
）
で
、
罰
を
受
け
る
。
ひ
ど
い
場

合
は
、「
共
同
体
」
の
集
団
か
ら
締
め
出

さ
れ
る
（
解
雇
や
、
村
八
分
な
ど
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
工
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
の

発
達
と
と
も
に
、
自
分
の
「
居
場
所
」
の

移
動
が
自
由
に
な
る
と
、
人
々
が
集
ま

り
、
お
互
い
「
顔
の
見
え
な
い
」
集
ま
り

と
な
っ
た
の
が
、「
都
市
」
で
あ
る
。
こ

う
し
た
「
都
市
」
で
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
の
配
分
は
、「
共
同
体
」
と
は
異
な
り
、

「
顔
の
見
え
な
い
つ
な
が
り
」
の
人
々
間

の
市
場
取
引
で
決
ま
る
配
分
と
な
る
。
都

市
で
は
移
動
が
頻
繁
な
の
で
「
地
域
共
同

体
」
は
形
成
さ
れ
に
く
く
、
企
業
な
ど
働

く
場
所
も
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、「
転
職
」

が
容
易
と
な
る
。
こ
う
し
た
都
市
が
築
く

現
代
社
会
で
は
「
最
小
の
単
位
の
共
同

体
」
で
あ
る
「
家
族
」
も
、
親
の
企
業
で

の
転
勤
や
単
身
赴
任
、
子
供
の
進
学
や
就

職
に
よ
る
「
自
立
」
で
分
断
さ
れ
、
子
供

を
通
じ
た
つ
な
が
り
も
な
く
な
り
「
地
域

共
同
体
」
の
維
持
が
困
難
と
な
る
。

　

確
か
に
、
市
場
経
済
が
中
心
の
都
市
で

は
、「
共
同
体
」
に
属
す
る
こ
と
の
束
縛

か
ら
逃
れ
、
自
由
に
で
き
る
。
し
か
し
、

自
由
に
は
リ
ス
ク
も
伴
う
。「
共
同
体
」

に
「
従
属
」
し
「
共
同
体
」
の
ル
ー
ル
に

従
え
ば
、「
給
与
」
を
も
ら
い
安
定
し
た

生
活
が
で
き
る
が
「
共
同
体
」
は
永
遠
で

は
な
い
。
自
ら「
家
庭
」で
豊
か
に
育
ち
、

十
分
な
教
育
を
受
け
才
能
の
あ
る
人
の
中

か
ら
一
部
は
、「
従
属
」
を
嫌
い
、「
自
立
」

を
求
め
る
。
企
業
や
役
所
を
飛
び
出
し

て
、「
自
立
」
の
た
め
「
起
業
」
し
組
織

を
作
る
か
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
れ
ば
、
自

ら
の
労
働
、
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス
を
市
場
に

供
給
し
、
生
活
の
糧
を
得
る
必
要
が
あ

る
。
買
い
手
が
つ
か
ず
、
生
活
の
糧
が
得

ら
れ
な
い
リ
ス
ク
も
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
「
共
同
体
」
を
嫌
い
、
自
立
と
自
由
を
求

め
一
人
籠
る
生
活
の
中
で
、「
つ
な
が
り
」

を
求
め
る
人
た
ち
を
狙
っ
て
、
詐
欺
や
犯
罪

が
増
加
す
る
と
い
う
悪
い
側
面
も
あ
る
が
、

通
信
技
術
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど
発
達
に
よ

り
、「
共
同
体
」
よ
り
「
緩
い
」
つ
な
が
り

を
求
め
る
人
た
ち
に
、
趣
味
の
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
従
属
の
な
い
、「
顔
の
見

え
る
つ
な
が
り
」
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

社
会
変
化
が
激
し
い
現
代
で
は
、
従
属

し
や
合
併
、
部
局
の
統
廃
合
な
ど
で
、
突

然
自
分
が
「
市
場
」
に
放
り
出
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。
市
場
つ
つ
も
、
居
心
地
の

い
い
安
定
し
た
、
自
分
が
属
す
る
企
業
や

役
所
な
ど
の
「
共
同
体
」
の
倒
産
で
は
、「
自

立
」し
て
、厳
し
い
が
努
力
し
た
な
り
に「
成

果
」
も
得
ら
れ
る
が
、
リ
ス
ク
も
伴
う
の

で
覚
悟
し
て
生
き
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、家
族
や
勤
務
先
な
ど
一
つ
の「
共

同
体
」
の
み
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
、
趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々

な
「
緩
い
つ
な
が
り
」
に
依
存
先
を
も
増

や
す
こ
と
が
、
大
切
で
あ
る
。
そ
う
す
る

こ
と
が
、
精
神
や
身
体
の
健
康
を
維
持
す

る
た
め
、
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
つ
つ
、
わ
が
身
を
守
る
こ
と
が
、
現
代
に

生
き
る
我
々
の
「
知
恵
」
だ
と
思
う
。 
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